






要約:小児期発症 IDDM の長期予後を改善するためには如何なる管理が必要かとのリサーチ

クェスチョンに対する解答を得るために、小児科領域で現在治療されている IDDM の現状

分析を行うとともに、糖尿病治療におけるサマーキャンプの役割についての検討を行う研

究を開始した。本年度は全国の IDDM 患者を把握するためのアンケート調査を行い 2600 例

の症例が報告された。また、1985 年～1994 年の 10 年間に、本研究班班員の施設で診断さ

れた IDDM 症例の現状分析を行った。それと等しい内容の全国的な二次調査を現在行って

おり、現在の小児 IDDM の長期追跡プログラムを確立するための基盤ができたものと考え

る。


